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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、粘弾性ダンパーを超高層建物の風応答制振に用いる

場合に、長時間のランダム風応答振動に対する粘弾性ダンパーの温度上昇による特性の変化や

風応答に与える影響を明らかにし、それらを精度良く再現できる解析・実験・評価手法、さら

に応答予測手法を構築することである。 
 
研究成果の概要（英文）：In this study, the properties of viscoelastic damper during long duration 
random vibration are discussed.  Analytical and experimental results show that temperature inside the 
viscoelastic material body become stable by effect of heat conduction & heat transfer even if the damper 
is vibrating randomly.  In addition, the simplified evaluation method using sinusoidal-wave to 
substitute random time history data are propertied. 
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１．研究開始当初の背景 

高層建物の居住空間に風によって振動が
発生すると、居住者は不快に感じるばかりで
はなく、生活を営むうえで支障をきたすこと
もある。そのため、最近建設されている高層
建物では、地震時の安全性はもちろんのこと、
日常吹くような風に対する居住性を高める
ために、ダンパーを設置した制振構造が採用
されている。日本での通常の建物を設計する

場合、設計用の地震荷重は風荷重に比べ遥か
に大きい。そのため、ダンパーを設置した制
振構造の地震に対する研究は、これまで数多
く行われてきたが、風に対する制振構造の研
究は殆ど無い。 

建物高さが 200m 以上となると、建物の形
状によっては風荷重が地震荷重より大きく
なる場合があり、また、タワーのように軽量
で減衰の低い建物は、強風時に渦励振と呼ば

研究種目：若手研究（B） 

研究期間：2007～2010 

課題番号：19760383 

研究課題名（和文）平均成分を有する長時間風応答振動時における粘弾性ダンパー特性の解明

                     

研究課題名（英文）Elucidation of visco-elastic damper characteristic under long-duration 

wind response having average component 

研究代表者 

佐藤 大樹（東京理科大学理工学部建築学科 助教） 

 

 研究者番号：40447561 



れる発散振動が発生する危険性がある。今後、
建物が高層・軽量化する場合、建物において
も想定以上の強風の場合に渦励振が発生す
ることも予想される。このように、風応答時
に、ダンパーによって建物に付加される減衰
を精確に評価することは、居住性向上や風応
答の予測に大変重要となる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、粘弾性ダンパーを超高層

建物の風応答制振に用いる場合に、長時間の
ランダム風応答振動に対する粘弾性ダンパ
ーの温度上昇による特性の変化や、平均成分
を有する風力に対する粘弾性ダンパーのク
リープ変形が風応答に与える影響を明らか
にし、それらを精度良く再現できる解析・実
験手法を構築することである。 

 
３．研究の方法 
ランダム振動時の粘弾性ダンパーの特性

の把握、および解析モデルに必要な熱伝導係
数の検討のため、様々な温度、正弦波の振動
数・振幅、ランダム波形を用いて実験を行う。 

 
４．研究成果 
（１）ランダム波形による粘弾性ダンパーの
長時間加振試験を行った。ランダム加振時に
おいても、正弦波加振試験と同様に、熱伝
導・熱伝達の効果により、温度が定常状態と
なり、ダンパー特性も一定値になることが確
認された。 
（２）ランダム振動時の粘弾性ダンパーの特
性を等価な正弦波により再現する「正弦波置
換法」を実験的に検討するため、（１）で行
った実験と正弦波置換した正弦波加振試験
を行い、比較検討を行った。結果より、正弦
波置換法はランダム振動時のダンパー温度、
特性を精度よく再現しており、本手法の有用
性を確認した。本手法は風応答時のダンパー
特性を確認する実験手法として大変有用で
ある。 
（３）ダンパー温度および特性が一定（定常）
となったかを判定する手法を提案した。本手
法を用いることで、実験時間の短縮が可能と
なる。今後は実験ケースを増やし、この判定
値の予測手法を確立する予定である。 
（４）ランダム振動時の解析に用いる熱伝達
係数を、置換した正弦波置換実験と同様の値
を用いることができることを確認した。また、
その値は置換した正弦波の最大速度に依存
することが明らかとなった。 
（5）粘弾性ダンパーを有する制振構造の風
応答予測手法を構築した。本手法は従来提案
されている方法と異なり、振動数依存性も考
慮しているだけなく、ダンパーによってシス
テムが高減衰となった場合にも、精度良く応
答を予測することができる。 
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